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研究成果の概要（和文）：  「ヨーロッパ言語教育履修生ポートフォリオ」(2007)にはヨーロッパにおいて研究
されてきた言語教育のあらゆる知見が含まれている。我々はこの文書を日本の言語教育環境でも受容できるよう
に翻案化しJ-POSTL(Japanese Portfolio for Student Teachers of Languages)「言語教師のポートフォリオ」
【英語教師教育全編】として2014年に発表した。2016年より「小学校英語指導者のポートフォリオ」（略称
J-POSTLエレメンタリー）の作成に入りその教職課程試用版を2018年8月に発行し2019年3月に現場教員用自己評
価記述文の難易度レベルを確定した。

研究成果の概要（英文）：  European Portfolio for Student Teachers of Languages (EPOSTL, 2007) 
contains a wide spectrum of knowledge about language learning. We have adapted this document into 
Japanese Portfolio for Student Teachers of Languages (J-POSTL, 2014) intended for use by student 
teaches and middle school teachers. From 2016 we have started drawing up Japanese Portfolio for 
elementary school teachers of languages (J-POSTL Elementary). We have published the trial version of
 J-POSTL
Elementary in August, 2018. We also have confirmed the self-evaluation descriptors for elementary 
school teachers in March, 2019. Now we are preparing the full version of J-POSTL Elementaty. Before 
its publication, we will conduct a nation-wide survey on the feasibility of selected descriptors.

研究分野：英語教育

キーワード： 省察ツールとしてのポートフォリオの開発　小学校英語指導者のポートフォリオ　主体的・対話的で深
い学び

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究は、省察ツールとしてのポートフォリオによって外国語の教育と学習の枠組みを体系化し、「主体的・
対話的で深い学び」の実現に貢献することを目的としている。『小学校英語指導者のポートフォリオ』（略称
J-POSTLエレメンタリー）の自己評価記述文草案を2017年8月に作成し、2018年8月にはその「教職課程試用版」
を発行した。また、2018年11～12月に全国の小学校教員対象に調査を行い、2019年3月に小学校現職教員用の自
己評価記述文の難易度レベルを確定した。草案と教職課程試用版は大学英語教育学会教育問題研究会のホームペ
ージに掲載している。J-POSTLを利用した活用事例集も作成している。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１． 研究開始当初の背景 
  本研究会は、『言語教育履修生のための言語教師のポートフォリオ(J-POSTL)』を 2009年 
  度に開発した。2010年度には、J-POSTLの教育現場への文脈化を試みた。2011年度には現 
職英語教員のためのポートフォリオ作成に向けての予備調査を行った。 2012年度には現職 
英語教員の授業力に関する意識調査を行った。2013年度には『言語教師のポートフォリオ』 
の 3分冊「英語教師教育全編」と「英語教職課程編」と「現職英語教師編」を刊行した。2014  
年度にはジャーナル『言語教師教育 Vol.1 No.1(日本語版)と『言語教師教育 Vol.1 No.2(英語 
版)』を刊行した。2014年度から年 2回（3月日本語版、8月英語版）を紙媒体とオンライ 
ンで発行を継続し、2019年 3月で Vol.6 No.1となった。 

 
２． 研究の目的 
現職英語教員、特に小学校英語教育担当者の授業力に関する記述文を特定し、授業力の目 
安を明らかにし、授業を行う能力基準を明確化することである。 

 
３．研究の方法 
  全国の英語教職課程履修者、現職英語教員、大学の英語教育担当者、教育委員会等へのア
ンケート調査や聴き取り調査や合同会議の開催、諸外国や国内の先進事例を調査・研究した。 
 
4. 研究成果 
2016 年度にはジャーナル『言語教師教育 Vol.3 No.2(英語版)と『言語教師教育 Vol.4No.1(日 
本語版』を刊行した。J-POSTL教師教育関連と小学校英語教育関連の論文が多数を占めた。

2017年度には『言語教師教育 Vol.4 No.2 (英語版)と『言語教師教育 Vol.5 No.1(日本語版』を
刊行した。同じく J-POSTL教師教育関連と小学校英語教育関連の論文が多かった。なお、英
語科教育のテキスト神保尚武監修『行動志向の英語科教育の基礎と実践』（三修社）を刊行し
た。2018年度には『言語教師教育 Vol.5No.2(英語版)と『言語教師教育 Vol.6 No. 1(日本語版)』
を刊行した。小学校英語指導者のポートフォリオの開発：教職課程試用版の自己評価記述文
について詳述した。なお、小学校英語教育に関して、酒井志延編著『小学校英語の知恵袋』（く
ろしお出版）を刊行した。 
 
5. 主な発表論文等 
 （研究代表者、研究分担者及び連携研究者には下線） 
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成できたのか」『言語教師教育 Vol.6 No.1（日本語版）』大学英語教育学会教育問題研究会
会誌、査読有、2019, 34 -53 

2. 高木亜希子「ヨーロッパ言語教育履修生ポートフォリオ(EPOSTL)及び言語教師のポート
フォリオ(J-POSTL)に関する研究のレビュー：日本における今後の実践と研究への示唆」
『言語教師教育 Vol.6 No.1（日本語版）』大学英語教育学会教育問題研究会会誌、査読有、
2019, 54 -73 
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会会誌、査読有、2019, 94 -112 

5. 中山夏恵、若松里香、成田潤也、土屋佳賀里「児童の異文化間能力を育む活動事例の提案
―移行期用小学校外国語教材『We Can!』を中心に」『言語教師教育 Vol.6 No.1（日本語版）』
大学英語教育学 会教育問題研究会会誌、査読有、2019, 113 -128 

6. 吉住香織「 Investigating Student Teachers’ Reflection on Micro Teaching Using 
Japanese Portfolio for Student Teachers of Languages (J-POSTL) 『言語教師教育 Vol.5 
No.2（英語版）』大学英語教育学会教育問題研究会会誌、査読有、2018, 1-21 

7. 高木亜希子「Trajectory of Learning and Professional Development of an Inexperienced  
English Teacher: The Teacher’s Cognition Based on the Interview  Analysis after 
Lesson Study Meetings」『言語教師教育 Vol.5 No.2（英語版）』大学英語教育学会教育問
題研究会会誌、査読有、2018, 22-49 

8. 成田潤也「Defining Foreign Language Education at Elementary School― The 
Perspective of Teachers’ Potential to Create Lessons」『言語教師教育Vol.5 No.2（英語版）』
大学英語教育学会教育問題研究会会誌、査読有、2018, 50-69 

9. 蕨知英「Periodic Speaking Tasks and their Evaluation Utilizing J-POSTL」『言語教師教
育 Vol.5 No.2（英語版）』大学英語教育学会教育問題研究会会誌、査読有、2018, 70-85 

10. 吉住香織「教職課程履修生の省察と成長に関する考察：模擬授業指導への言語教師のポー
トフォリオの活用」『言語教師教育 Vol.5 No.1（日本語版）』大学英語教育学会教育問題研



究会会誌、査読有、2018, 27 -46 
11. 高木亜希子「若手英語教師による学びと成長の軌跡―授業研究協議会後のインタビュー分
析に基づく教師の認知」『言語教師教育 Vol.5 No.1（日本語版）』大学英語教育学会教育問
題研究会会誌、査読有、2018, 47 -67 

12. 蕨知英「定期的なスピーキングタスクの実施と J-POSTLを活用したその評価」『言語教師
教育 Vol.5 No.1（日本語版）』大学英語教育学会教育問題研究会会誌、査読有、2018, 68-82 

13. 清田洋一「個人の文化資産としての英語学習―学習ポートフォリオの資料集としての Lap 
Bookの可能性」『言語教師教育 Vol.5 No.1（日本語版）』大学英語教育学会教育問題研究会
会誌、査読有、2018, 83 -99 

14. 成田潤也「小学校外国語教育の定義―小学校教師の授業創造力からの視点」『言語教師教育
Vol.5 No.1（日本語版）』大学英語教育学会教育問題研究会会誌、査読有、2018, 100 -114 

15. 栗原文子、久村研「What Language Educators Can Do with Global Citizenship 
Education: an Insight from the Survey Results on J-POSTL Self-assessment 
Descriptors」『言語教師教育 Vol.4 No.2（英語版）』大学英語教育学会教育問題研究会会誌、
査読有、2017, 47-58 

16. 米田佐紀子「小学校英語教育実習を通して得られた教員養成課程学生の学びに関する実証
的研究」『言語教師教育 Vol.4 No.1（日本語版）』大学英語教育学会教育問題研究会会誌、
査読有、2017, 11-30 

17. 安達理恵「イタリアの CLILから学ぶ小学校での外国語活動における指導法」『言語教師教
育 Vol.4 No.1（日本語版）』大学英語教育学会教育問題研究会会誌、査読有、2017, 31 -42 

18. 中山夏恵「小学校外国語活動における異文化間能力の育成に関わる指導の現状と課題―Hi, 
friends!の分析を中心に」『言語教師教育 Vol.4 No.1（日本語版）』大学英語教育学会教育問
題研究会会誌、査読有、2017, 43 -58 

19. 栗原文子、久村研「グローバル市民を育む英語教育に関する一考察―J-POSTL自己評価記
述文調査の分析結果から見えた課題」『言語教師教育 Vol.4 No.1（日本語版）』大学英語教
育学会教育問題研究会会誌、査読有、2017, 78 -87 

20. 高木亜希子「教師による実践研究：教師の成長のために」『言語教師教育 Vol.4 No.1（日本
語版）』大学英語教育学会教育問題研究会会誌、査読有、2017, 88-103 

21. 久村研「Exploring the Transportability of the Rationale and Principles behind J- 
POSTL to a Japanese Educational Context」『言語教師教育 Vol.3 No.2（英語版）』大学
英語教育学会教育問題研究会会誌、査読有、2016, 1-25 

22.清田洋一「Encouraging English Teachers’ Autonomous Reflection」『言語教師教育 Vol.3 
No.2（英語版）』大学英語教育学会教育問題研究会会誌、査読有、2016, 26-46 

23. 堀晋也「Review of the Theoretical Background of Reflection as a Philosophical 
Concept: Toward Developing a More Meaningful Paradigm in Japanese Foreign 
Language Education」『言語教師教育 Vol.3 No.2（英語版）』大学英語教育学会教育問題研
究会会誌、査読有、2016, 47-52 

24. 米田佐紀子「 Insights Gained from Self-evaluation on Skills and Knowledge for 
Pre-service Teacher Education」『言語教師教育 Vol.3 No.2（英語版）』大学英語教育学会
教育問題研究会会誌、査読有、2016, 51-67 

25. 小出文則「In-service Teacher Training Using J-POSTL」『言語教師教育 Vol.3 No.2（英
語版）』大学英語教育学会教育問題研究会会誌、査読有、2016, 68-83 

26．斎藤理一郎「Using Portfolios to Develop Autonomous Learners」『言語教師教育 Vol.3 No. 
（英語版）』大学英語教育学会教育問題研究会会誌、査読有、2016, 84 -53 
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